







































































































そこで，次節では 2013 年の IMT 開館当初から行われている本活動を取り上げ，ボランティアであ
る学生への聞き取り調査結果を用いて，AA における学びの内容を詳細に分析する。
2-2．ボランティア参加者の問題意識
今回の意識調査は，1 年以上（2014 年以前から）ボランティア活動に参加し，AA での実践経験が
2 回以上ある 3 名の学生ボランティアを対象に行った。ボランティア活動を実際に行う前と後での
AA についての認識の変化や，実際に子どもを相手に 40 分間一人で AA をやってみて感じたことに着
目しながら，調査結果から参加者の視点から見たボランティア活動の意義を分析していく。
なお，分析に耐えうるサンプル数としては不十分であることは十分承知しているが，今回の調査で
は「AA を実際に 2 回以上回ったことのあるボランティア」を対象にしたため，該当者が極端に少な
くなってしまった（2013 年 4 月～ 2014 年 12 月現在まで，AA の実施回数は 4 回（13）である）。それを
踏まえた上で，本論では実際に現場で子どもたちを前にして AA をやったことで得られた知見という
ものに着目することを重視した。聞き取り調査は 2014 年 11 月に実施した。
　〈インターメディエイト意識調査概要〉
　調査方法：質問用紙への記入，後日回答を補うインタビュー調査を適宜実施
　調査対象：A さん（ボランティア活動開始時期　2013 年 4 月）
　　　　　　B さん（ボランティア活動開始時期　2013 年 6 月）
　　　　　　C さん（ボランティア活動開始時期　2013 年 9 月）
上記で述べた通り，AA で取り上げる対象や語る内容は，インターメディエイトに全任されている。

















あるいはできない子どもが増えた」と感じており，B と C は「子どもにもしっかりと『考える力』
がある」「学ぶ意欲の高さに驚かされた。」という，一見すると真逆の感想である。しかし，実際に













































































































































































いて―」学術審議会 学術情報資料分科会 学術資料部会，1996 年，文部科学省 HP：http://www.mext.go.jp/






学会大會研究発表要項 60 号，100–101 頁
　⑸ 小笠原喜康ほか「育ちの場としての Children’s Museum の意義と可能性：学校外育ちの場の再創造をめざ






告 第 1 号，63–82 頁
　⑼ 青木一編『現代教育学事典（初版）』労働旬報社，1988 年，574 頁
　⑽ 教育思想史学会編『教育思想事典』勁草書房，2001 年，528 頁
　⑾ 菅井薫『博物館活動における「市民の知」のあり方』学文社，2011 年，106 頁円グラフ「公立博物館での
ボランティア導入の主な目的・第 1 順位」
　⑿ Intermediatheque 公式 HP「IMT とは」より
 http://www.intermediatheque.jp/ja/info/about（最終閲覧日 2015 年 9 月 20 日）
　⒀ AA への参加は学校側からの申し込みによるものである。そのため，不定期の開催となり，現時点では中学
生一組と小学生三組の合計 4 回の実施となっている。（2014 年 12 月時点）
　⒁ ミヒャエル・パーモンティエ（眞壁宏幹訳）『ミュージアム・エデュケーション』慶應義塾大学出版会，
2012 年，267 頁






1 ．西野嘉章『モバイルミュージアム行動する博物館：21 世紀の文化経済論』平凡社，2012 年
2 ． 諸岡博熊『みんなの博物館：マネジメント・ミュージアムの時代』日本地域社会研究所，2003 年
3 ． 安高啓明『歴史のなかのミュージアム　驚異の部屋から大学博物館まで』昭和堂，2014 年
